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radar detection of the inner boundary 







































































































































































































































































































































































































































































うものらしい。  （堤 雅基）
オーロラが無い時の銀河電波画像を差し
引 くと、 電波吸収（Cosmic Noise 
Absorption，略称CNA）で見たオーロ
ラ像が浮き上がってくる。この観測装置
をイメージングリオメータと呼ぶ。図は
情報通信研究機構がアラスカに設置した
単色光オーロラカメラで撮像された緑
（557.7nm）と赤（630nm）のオーロラ画
像（左上、右上）と、世界最大（256ビ
ーム）のイメージングリオメー
タで観測したCNA画像（左下）
との比較であり、3画像は似て
いるが、その細部は異なってい
る。オーロラを光らせるオーロ
ラ電子は様々なエネルギー成分
を含み、数100eV成分は赤、数
keV成分は緑を発光させ易く、
さらに高エネルギーの数10keV
成分はCNAを惹き起す。3画像
の差異は、オーロラ電子のエネ
ルギースペクトルがオーロラの
各部分で大きく異なっているこ
とを示している。
（山岸久雄：研究教育系・
宙空圏研究グループ・教授）
る。地上にアンテナを8行8列程度に並べ、
それらに適切な位相差を与えるマトリク
ス回路を接続すると、空を埋め尽くすほ
ど多数のペンシル状アンテナビームを発
生させることができる。このアンテナビ
ームを使い、銀河（天の川）の電波画像
を得ることができる。オーロラが発生す
ると、銀河電波画像上の、オーロラが光
っている部分が暗くなる。この画像から、
　特記事項は下記の通りであ
る。1.総研大全体の「年度評
価」（9月16日付け）は「おお
むね計画通り進んでいる」で、
必ずしも満足する内容ではな
い。2.研究棟1階の旧隊員控
え室が、主に極域科学専攻の
授業に使用する講義室に改装
された。3.荒井頼子氏に対し
て9月30日、学位が授与され
た。また、杉崎彩子氏の10
月入学が認められた。4.総研
大極域科学専攻生、玉置美奈
子さんは、9月にテネシーに
おいて開催された国際隕石学
会において特別学生賞を受賞
した。賞金として1000ドル
が学会から授与された。この
賞は、特に優れた研究を行っ
た学生に与えられる賞で、今
年、日本からは四人しか受賞
していない。発表は、分化し
た隕石に関する地球化学的研
究である。講演も、大変好評で、
活発に質疑応答が行われた。
総合研究大学院大学・
極域科学専攻コーナー
会場にて
単色光の緑（557.7nm）と赤（630nm）で見たオーロラ画像（左上、右上）
とCNAで見たオーロラ画像（左下）との比較。情報通信研究機構提供
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